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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第64期

第３四半期連結
累計期間

第65期
第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

第65期
第３四半期連結
会計期間

第64期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成22年
    10月１日
至  平成22年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 5,728,9638,976,1421,889,8432,981,9597,985,930

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △981,095 138,507△336,766 99,852△1,181,134

四半期(当期)純損失(△)(千円) △672,154△271,432△295,573 △8,634△1,940,118

純資産額 (千円) ― ― 11,100,8949,158,92610,110,322

総資産額 (千円) ― ― 19,781,25817,881,65318,222,554

１株当たり純資産額 (円) ― ― 475.00 385.42 426.89

１株当たり四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △29.30 △11.83 △12.88 △0.38 △84.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 55.1 49.5 53.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △690,320 48,879 ― ― △857.334

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 941,813△321,248 ― ― 1,011,366

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 834,580 47,641 ― ― 605,364

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 5,032,0294,245,2694,751,255

従業員数 (名) ― ― 1,120 1,228 1,104

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在しますが１株当たり四半期

(当期)純損失であるため記載しておりません。

３　従業員数は、就業人員数を記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社企業グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれて

いる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 1,228

(注) １　従業員数は、当社企業グループから当社企業グループ外への出向者を除き、当社企業グループ外から当社企業

グループへの出向者を含む就業人数であります。

２　従業員数には、臨時従業員（パートタイマー、顧問及び派遣社員）は含まれておりません。

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 230

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数であります。

２　従業員数には、臨時従業員（パートタイマー、顧問及び派遣社員）は含まれておりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比（％）

工業用ミシン 2,319,726 ─

ダイカスト部品 208,732 ─

合計 2,528,459 ─

(注) １　上記金額は、製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当社企業グループは、受注生産形態をとらないため、該当事項はありません。
　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 売上高(千円) 前年同四半期比（％）

工業用ミシン 2,656,291 ─

ダイカスト部品 319,246 ─

その他 6,421 ─

合計 2,981,959 ─

(注) １　セグメント間取引については、相殺消去しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における日本経済は、円高による輸出の伸び悩みや政策効果の一巡など

の要因により、景気の先行き懸念が顕在化してまいりました。世界経済は、新興国経済が堅調に推移し、

先進国経済におきましても、ユーロ圏での経済不均衡の顕在化や米国経済の先行き懸念は残るものの、

ゆるやかな景気の拡大が持続いたしました。

　工業用ミシン業界におきましては、衣料に対する底堅い需要が継続したことにより、各国の縫製メー

カーの設備投資意欲は堅調に推移いたしました。また、自動車部品を中心とするダイカスト部品に対す

る需要も、引き続き高水準で推移いたしました。

このような環境のもとで、当社企業グループはこれらの旺盛な顧客ニーズに対応すべく、増産に注力

するとともに、素材価格の上昇や円高などの厳しい事業環境に対処するため、販売価格の見直しやコス

トダウンにも努めた結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は29億81百万円（前年同四半期比

57.8％増）となり、営業利益は１億25百万円（前年同四半期は営業損失３億40百万円）、経常利益は99

百万円（前年同四半期は経常損失３億36百万円）、四半期純損失は８百万円（前年同四半期は四半期

純損失２億95百万円）となりました。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（工業用ミシン）

工業用ミシンにつきましては、需要回復に伴う増産体制の強化やコストダウンなどに努め、売上高26

億56百万円、営業利益２億39百万円となりました。
　

（ダイカスト部品）

ダイカスト部品につきましては、顧客から品質面において高い評価を頂いており、売上高３億19百万

円、営業利益92百万円となりました。
　

（その他）

その他につきましては、コンピュータソフト及びそれらの技術・サービスの開発・販売を行ってお

り、売上高６百万円、営業損失０百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億40百万円減少し、178億81百

万円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ40百万円減少し、129億21百万円となりました。これは、現金及

び預金が４億74百万円減少し、受取手形及び売掛金が６億52百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ３億円減少し、49億60百万円となりました。これは、有形固定資

産が４億13百万円減少し、投資その他の資産が１億47百万円増加したことなどによります。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ８億33百万円増加し、63億72百万円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が６億51百万円、短期借入金が１億34百万円それぞれ増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ２億22百万円減少し、23億50百万円となりました。これは、長期

借入金が３億４百万円減少したことなどによります。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ９億51百万円減少し、91億58百万円となりました。これは、為

替換算調整勘定が６億76百万円、利益剰余金が２億71百万円それぞれ減少したことなどによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前年同四半

期連結会計期間末に比べ７億86百万円減少し、42億45百万円（前年同四半期末比15.6％減）となりま

した。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、70百万円（前年同四半期比83.4％減）となりました。これは主に、

売上債権の増加97百万円、仕入債務の減少41百万円、法人税等の支払額35百万円などがあったものの、

税金等調整前四半期純利益１億円、減価償却費94百万円、未払金の増加58百万円などによるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、44百万円（前年同四半期比57.5％減）となりました。これは主に、

定期預金の預入による支出60百万円があったものの、定期預金の払戻による収入１億７百万円などに

よるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、１億78百万円（前年同四半期は92百万円の支出）となりました。こ

れは主に、長期借入金の返済による支出１億55百万円などがあったものの、社債の発行による収入１億

95百万円、短期借入金の純増加額１億47百万円などによるものであります。
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間においては、当社企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に

重要な変更及び新たに生じた課題はありません。
　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社企業グループ全体の研究開発活動の金額は、87百万円であ

ります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に実施中であった、天津ペガサス嶋本自動車部品有限公司の生産設備の新設

につきましては、当第３四半期連結会計期間に完了いたしました。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設の計画は以下のとおりで

あります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

投資予定額
（注）１ 資金調達

方法
着手年月

完了予定
年月

完成後の
増加能力総額

(千円)
既支払額
(千円)

ペガサス（天津）
ミシン有限公司

本社
(中国天津市)

工業用　　ミ
シン

工場棟 375,000― 自己資金
平成23年
４月

平成24年
１月

(注)２

ペガサス（天津）
ミシン有限公司

本社
(中国天津市)

工業用　　ミ
シン

生産設備 62,500 ― 自己資金
平成23年
２月

平成23年
６月

(注)３

天津ペガサス嶋本
自動車部品有限公司

本社
(中国天津市)

ダイカスト
部品

土地使用権 41,800 ― 増資資金
平成23年
２月

平成23年
２月

(注)４

天津ペガサス嶋本
自動車部品有限公司

本社
(中国天津市)

ダイカスト
部品

工場棟 157,500― 増資資金
平成23年
３月

平成23年
11月

(注)５

天津ペガサス嶋本
自動車部品有限公司

本社
(中国天津市)

ダイカスト
部品

生産設備 121,750― 増資資金
平成23年
５月

平成23年
12月

(注)６

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　工場棟の延床面積は18,000㎡であります。

３　生産合理化を目的とした多品種の生産に対応する設備で品目ごとの加工時間が異なるため、完成後の増産能力

については、合理的な算定を行えないため、記載を省略しております。

４　土地使用権の面積は11,000㎡であります。

５　工場棟の延床面積は7,000㎡であります。

６　ダイカスト部品生産設備の能力は定量的な数字では表し難いので記載を省略しております。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 76,928,000

計 76,928,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年２月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 23,676,000 23,676,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 23,676,000 23,676,000― ―

(注)　提出日現在の発行数には、平成23年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおり

であります。

株主総会の特別決議日(平成15年６月26日)

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年12月31日)

新株予約権の数(個)　　　　　　　　　　 (注)１ 32

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) (注)１，２ 128,000

新株予約権の行使時の払込金額(円)　　　 (注)３ 100

新株予約権の行使期間
　平成17年８月１日～
平成25年６月25日

新株予約権の行使により株式を発行する場合
の株式の発行価格及び資本組入額(円)　　 (注)３

　発行価格　　　 100
　資本組入額　　　50

新株予約権の行使の条件 (注)４

新株予約権の譲渡に関する事項 (注)４

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) １　新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、定時株主総会決議における新株予約権の数及び新株

予約権の目的となる株式の数から、行使した者ならびに退職による権利喪失した者の数を減じております。
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２　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は次の

算式に基づいて調整し、調整の結果生じる１株未満の株式は切り捨てることとしております。

　　　　　　調整後付与株式数　＝　調整前付与株式数　×　分割・併合の比率

３　新株予約権発行後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式に基づいて１株当たりの払込金額を

調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げることとしております。

　　　　　　調整後払込金額　＝　調整前払込金額　×　１／分割・併合の比率

４　新株予約権の行使の条件及び譲渡に関する事項は次のとおりであります。

　①新株予約権の割り当てを受けたものは、新株予約権行使時においても、当社または当社子会社の取締役、監査役

または使用人(顧問、相談役含む。)であることを要する。

　②新株予約権を譲渡する場合は、取締役会の承認を要する。また、新株予約権の質入、担保提供その他の処分及び

相続は認めない。

　③その他の条件は、平成15年６月26日開催の株主総会及び新株予約権発行の取締役会決議に基づき、当社と新株

予約権の割り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約権割当契約」で定めるところによる。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年12月31日 ― 23,676,000 ― 1,903,550 ― 1,806,007

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日である平成22年９月30日に基づく株主名簿により

記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 733,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 22,941,300 229,413 ―

単元未満株式 普通株式 1,400 ― ―

発行済株式総数 23,676,000 ― ―

総株主の議決権 ― 229,413 ―

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
  又は名称

所有者の住所
自己名義所有
  株式数(株)

他人名義所有
  株式数(株)

所有株式数の
  合計(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　
　　　
ペガサスミシン製造　株
式会社

大阪市福島区鷺洲　
五丁目７－２

733,300 ― 733,300 3.10

計 ― 733,300 ― 733,300 3.10
　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 309 308 288 260 216 244 205 200 245

最低(円) 257 204 230 200 161 162 176 173 189

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部における株価を記載しております。
　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。
　

　役職の異動

役員の氏名 新役職名 旧役職名 異動年月日

勝　連　雅　生

常務取締役
（顧客本部長兼

ペガサス(天津)ミシン有限公司董事長）

常務取締役
（顧客本部長）

平成22年９月１日

常務取締役
（顧客本部長兼

ペガサス(天津)ミシン有限公司董事長兼
総経理）

常務取締役
（顧客本部長兼

ペガサス(天津)ミシン有限公司董事長）
平成23年１月１日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月 

１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31　

日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月

　31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,655,846 5,130,449

受取手形及び売掛金 ※５
 2,875,388 2,222,744

商品及び製品 1,434,403 1,881,662

仕掛品 618,604 576,566

原材料及び貯蔵品 3,119,528 2,957,233

その他 236,782 214,065

貸倒引当金 △18,908 △20,184

流動資産合計 12,921,645 12,962,536

固定資産

有形固定資産 ※１
 3,737,117

※１
 4,150,337

無形固定資産 316,462 350,748

投資その他の資産 ※２
 906,428

※２
 758,930

固定資産合計 4,960,007 5,260,017

資産合計 17,881,653 18,222,554

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※５
 1,032,651 381,042

短期借入金 3,845,672 3,710,892

未払法人税等 190,976 149,733

賞与引当金 89,244 83,514

その他 1,213,574 1,213,573

流動負債合計 6,372,119 5,538,755

固定負債

社債 681,000 657,000

長期借入金 800,728 1,105,017

退職給付引当金 248,747 212,990

役員退職慰労引当金 2,084 1,444

その他 618,047 597,024

固定負債合計 2,350,607 2,573,475

負債合計 8,722,726 8,112,231

純資産の部

株主資本

資本金 1,903,550 1,903,550

資本剰余金 2,049,873 2,049,873

利益剰余金 6,876,334 7,147,767

自己株式 △291,473 △291,473

株主資本合計 10,538,284 10,809,717

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21,217 △17,298

為替換算調整勘定 △1,674,534 △998,484

評価・換算差額等合計 △1,695,752 △1,015,782

少数株主持分 316,394 316,388

純資産合計 9,158,926 10,110,322

負債純資産合計 17,881,653 18,222,554
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 5,728,963 8,976,142

売上原価 4,451,172 6,400,533

売上総利益 1,277,790 2,575,609

販売費及び一般管理費 ※
 2,260,397

※
 2,362,304

営業利益又は営業損失（△） △982,606 213,305

営業外収益

受取利息 31,771 41,940

受取配当金 4,864 5,084

不動産賃貸料 41,514 29,904

助成金収入 69,383 9,183

その他 39,027 30,046

営業外収益合計 186,561 116,159

営業外費用

支払利息 106,068 86,266

為替差損 62,041 94,250

その他 16,941 10,439

営業外費用合計 185,050 190,956

経常利益又は経常損失（△） △981,095 138,507

特別利益

固定資産売却益 286,509 1,355

保険解約返戻金 8,174 －

貸倒引当金戻入額 9,332 773

特別利益合計 304,016 2,129

特別損失

固定資産除売却損 10,735 5,590

投資有価証券評価損 18,507 47,844

ゴルフ会員権売却損 416 －

ゴルフ会員権評価損 830 －

退職特別加算金 31,155 －

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩損 － 117,041

特別損失合計 61,644 170,476

税金等調整前四半期純損失（△） △738,724 △29,839

法人税、住民税及び事業税 60,138 177,645

法人税等調整額 △130,374 26,910

法人税等合計 △70,236 204,555

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △234,394

少数株主利益 3,666 37,038

四半期純損失（△） △672,154 △271,432
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 1,889,843 2,981,959

売上原価 1,522,707 2,090,408

売上総利益 367,136 891,551

販売費及び一般管理費 ※
 707,577

※
 766,190

営業利益又は営業損失（△） △340,440 125,360

営業外収益

受取利息 9,687 15,504

受取配当金 1,319 1,389

為替差益 28,034 －

不動産賃貸料 13,364 9,954

助成金収入 19,065 2,465

その他 6,859 3,315

営業外収益合計 78,330 32,629

営業外費用

支払利息 34,853 27,661

為替差損 － 14,951

デリバティブ評価損 36,319 8,993

その他 3,482 6,530

営業外費用合計 74,656 58,137

経常利益又は経常損失（△） △336,766 99,852

特別利益

固定資産売却益 78,715 △2

貸倒引当金戻入額 1,791 145

投資有価証券評価損戻入益 － 2,359

特別利益合計 80,507 2,501

特別損失

固定資産除売却損 4,852 1,421

投資有価証券評価損 1,116 －

退職特別加算金 △248 －

特別損失合計 5,720 1,421

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△261,978 100,933

法人税、住民税及び事業税 16,950 69,885

法人税等調整額 11,375 22,538

法人税等合計 28,326 92,423

少数株主損益調整前四半期純利益 － 8,509

少数株主利益 5,267 17,144

四半期純損失（△） △295,573 △8,634
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △738,724 △29,839

減価償却費 329,382 292,802

貸倒引当金の増減額（△は減少） △9,315 1,162

退職給付引当金の増減額（△は減少） 25,967 35,757

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14,669 640

デリバティブ評価損益（△は益） △25,589 △16,645

受取利息及び受取配当金 △36,636 △47,024

支払利息 106,068 86,266

社債発行費 6,724 4,517

為替差損益（△は益） △86,598 △174,002

受取賃貸料 △41,514 △29,904

固定資産除売却損益（△は益） △275,774 4,234

投資有価証券評価損益（△は益） 18,507 47,844

在外子会社清算に伴う為替換算調整勘定取崩損 － 117,041

保険解約損益（△は益） △8,174 －

売上債権の増減額（△は増加） △72,826 △890,763

たな卸資産の増減額（△は増加） 926,234 △28,241

仕入債務の増減額（△は減少） △6,634 817,873

未払金の増減額（△は減少） △895,217 5,614

その他 107,656 △4,905

小計 △691,134 192,428

利息及び配当金の受取額 49,326 44,287

利息の支払額 △94,935 △81,975

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 46,422 △105,861

営業活動によるキャッシュ・フロー △690,320 48,879

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △340,664 △392,367

定期預金の払戻による収入 731,746 330,179

有形固定資産の取得による支出 △117,934 △79,058

有形固定資産の売却による収入 584,128 2,922

無形固定資産の取得による支出 △29,952 △3,488

無形固定資産の売却による収入 52,439 －

投資有価証券の取得による支出 － △198,678

貸付けによる支出 △138,100 －

貸付金の回収による収入 138,100 －

投資不動産の賃貸による収入 43,950 29,862

保険積立金の解約による収入 20,484 －

その他 △2,384 △10,620

投資活動によるキャッシュ・フロー 941,813 △321,248
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 109,390 346,320

長期借入れによる収入 1,100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △574,725 △448,279

社債の発行による収入 293,275 195,482

社債の償還による支出 △85,000 △136,000

株式の発行による収入 800 －

少数株主への配当金の支払額 △8,844 △9,555

その他 △314 △327

財務活動によるキャッシュ・フロー 834,580 47,641

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,137 △281,258

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,074,935 △505,985

現金及び現金同等物の期首残高 3,957,094 4,751,255

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,032,029

※
 4,245,269
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

１．連結の範囲に関する

事項の変更

(1)連結の範囲の変更

第２四半期連結会計期間において、PEGASUS SEWING MACHINES (HONG KONG) LTD.は清

算結了したことにより、連結子会社が１社減少しております。

(2)変更後の連結子会社の数

８社

２．会計処理基準に関す

る事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会

計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

損失に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日  至　平成22年12月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日  至　平成22年12月31日)

棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,214,720千円

 
※２　投資その他の資産の減価償却累計額

135,856千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

6,255,648千円

 
※２　投資その他の資産の減価償却累計額

133,481千円

　 　
　３　当社企業グループは、運転資金の効率的な調達を行

うため取引銀行５行と当座貸越契約を締結しており

ます。

　　　当第３四半期連結会計期間末における当座貸越契約

に係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度総額 4,780,000千円

借入実行残高 3,625,672 〃

　差額 1,154,328千円

 
　　　　　　────────────

 
※５　当第３四半期連結会計期間末日満期手形の会計処

理については、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。当第３四半期連結会計期間末日

は金融機関の休日であったため、次の当第３四半期

連結会計期間末日満期手形を満期日に決済が行われ

たものとして処理しております。

受取手形 3,177千円

支払手形 149,604 〃

 

　３　当社企業グループは、運転資金の効率的な調達を行

うため取引銀行６行と当座貸越契約を締結しており

ます。

　　　当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入

未実行残高等は次のとおりであります。

当座貸越極度総額 5,180,000千円

借入実行残高 3,690,892 〃

　差額 1,489,108千円

 
 
４　輸出為替手形割引高 179,385千円

 
　　　　　　────────────

　 　

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 586,749千円

賞与引当金繰入額 27,301 〃

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 572,393千円

賞与引当金繰入額 37,744 〃

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日)

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 196,103千円

賞与引当金繰入額 21,088 〃

※　　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。

給与手当 188,783千円

賞与引当金繰入額 30,080 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

EDINET提出書類

ペガサスミシン製造株式会社(E01731)

四半期報告書

18/27



前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,357,974千円

預入期間が３ヶ月を越える定期預

金
△325,944 〃

現金及び現金同等物 5,032,029千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 4,655,846千円

預入期間が３ヶ月を越える定期預

金
△410,577 〃

現金及び現金同等物 4,245,269千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年12月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 23,676,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 733,330

　

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　株主資本の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　全セグメントの売上高の合計、営業損失の合計額に占める「工業用ミシン製造販売事業」の割合が90％

を越えているため、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本

(千円)

中国

(千円)

その他の

アジア

(千円)

米州

(千円)

欧州

(千円)

計

(千円)

消去

又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に

   対する売上高
251,138645,689619,625235,120138,2691,889,843 ─ 1,889,843

(2)セグメント間の

　　内部売上高又は

　　振替高

964,007306,19895,885 40 48 1,366,181（1,366,181)─

　　　計 1,215,145951,887715,511235,161138,3183,256,025（1,366,181)1,889,843

営業利益又は

営業損失（△）
△382,042△33,970△17,578 6,920△8,557△435,22994,788△340,440

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本

(千円)

中国

(千円)

その他の

アジア

(千円)

米州

(千円)

欧州

(千円)

計

(千円)

消去

又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に

   対する売上高
644,4032,102,5871,967,862595,977418,1315,728,963 ─ 5,728,963

(2)セグメント間の

　　内部売上高又は

　　振替高

2,341,863966,261191,855 40 115 3,500,136（3,500,136)─

　　　計 2,986,2673,068,8492,159,718596,017418,2479,229,100（3,500,136)5,728,963

営業損失（△） △1,109,516△65,569△86,075△15,628△41,674△1,318,464335,858△982,606

　

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　   (中国)中国、香港　(その他のアジア)シンガポール　(米州)米国　(欧州)ドイツ
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
中国
(千円)

その他のアジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

Ⅰ　海外売上高 510,279 740,106235,120152,56013,6041,651,671

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― ― ― 1,889,843

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

27.0 39.2 12.4 8.1 0.7 87.4

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
中国
(千円)

その他のアジア
(千円)

米州
(千円)

欧州
(千円)

その他
(千円)

計
(千円)

Ⅰ　海外売上高 1,806,9232,171,876595,977363,328104,1105,042,216

Ⅱ　連結売上高 ― ― ― ― ― 5,728,963

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

31.6 37.9 10.4 6.3 1.8 88.0

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　(1)中国・・・・・・・・中国、香港

　(2)その他のアジア・・・インド、バングラデシュ

　(3)米州・・・・・・・・米国、アルゼンチン

　(4)欧州・・・・・・・・トルコ、ドイツ

　(5)その他・・・・・・・南アフリカ、オーストラリア

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社企業グループの報告セグメントは、当社企業グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可

能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。

当社企業グループは、製品・サービス別の製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて全世界を

対象とした包括的な戦略を立案し、事業展開しております。

従って、当社企業グループは製造販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「工業用ミシン」及び「ダイカスト部品」の２つを報告セグメントとしております。

　「工業用ミシン」は、主にニット衣料等の縫製に使用される環縫いミシンの製造販売をしております。「ダ

イカスト部品」は、自動車用安全ベルト関連部品をはじめとするダイカスト部品の製造販売をしております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント
 

その他
合計

 

調整額
四半期連結損益

計算書計上額

(注)３　 工業用ミシン ダイカスト部品 計
(注)１

 
(注)２

 

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 8,141,833812,6008,954,43421,7088,976,142 ― 8,976,142

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
― ― ― 11,658 11,658△11,658 ―

計 8,141,833812,6008,954,43433,3668,987,800△11,6588,976,142

セグメント利益 655,487182,302837,789 2,252 840,042△626,737213,305

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト及びそれらの技

術・サービスの開発・販売事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△626,737千円には、セグメント間取引消去40千円、各報告セグメントに配分していな

い全社費用△626,778千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 報告セグメント
 

その他
合計

 

調整額
四半期連結損益

計算書計上額

(注)３　 工業用ミシン ダイカスト部品 計
(注)１

 
(注)２

 

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 2,656,291319,2462,975,5376,4212,981,959 ― 2,981,959

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
― ― ― 4,239 4,239 △4,239 ―

計 2,656,291319,2462,975,53710,6612,986,199△4,2392,981,959

セグメント利益又は損失(△） 239,116 92,553 331,669 △406 331,263△205,902125,360

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト及びそれらの技

術・サービスの開発・販売事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額△205,902千円には、セグメント間取引消去13千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△205,916千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日)

該当事項はありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、企業集団の事業の運営において重要なものとなってお

り、かつ、当該取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。
　　(単位：千円)

対象物の種類 取引の種類 契約額等 時価 評価損益

通貨
  為替予約取引
  買建　米ドル

213,838 △9,506 △9,506

(注) ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 385円42銭
　

　 　

　 426円89銭
　

　
２．１株当たり四半期純損失等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △29円30銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失(△) △11円83銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△672,154 △271,432

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △672,154 △271,432

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,940,270 22,942,670

　
第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △12円88銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失(△) △0円38銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失
であるため、記載しておりません。
　

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△295,573 △8,634

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △295,573 △8,634

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 22,942,670 22,942,670

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　 　

　
平成22年２月４日

ペガサスミシン製造株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　木　　村　　文　　彦　　印

───────── 　 ───────────────────────
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　　井　　尚　　志　　印

───────── 　 ───────────────────────

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているペガ

サスミシン製造株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ペガサスミシン製造株式会社及び連結子会社

の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　
平成23年２月３日

ペガサスミシン製造株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　木　　村　　文　　彦　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　石　　井　　尚　　志　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているペガ

サスミシン製造株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ペガサスミシン製造株式会社及び連結子会社

の平成22年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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